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日本コークス工業グループの経営基本方針

サステナビリティ取組み方針に係るマテリアリティ（重要課題）

経営基本方針
企業理念「人類の活動に不可欠な資源や素材と高付加価値技術を社会に供給し続けることに

より、存在価値のある企業体として、より良い社会環境の構築に貢献するとともに、人類社会の
永続的発展に寄与する」 に基づき、社会の持続的な成長への貢献と企業価値の向上を目指し、
積極的に社会的責任を果たすことに努めてまいります。

環境問題への対処 社会・人権課題への対処 ガバナンスの向上

カーボンニュートラルの推進
地球環境の保全
循環型社会構築

安全で災害のない
生産・操業現場の実現

人権の尊重、ダイバーシティへの対応、
人財育成社会、地域への貢献

社会に必要な商品・技術の開発と供給

ステークホルダーとの
コミュニケーション

コンプライアンスの徹底
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１．2022年度は、原料炭市況の急騰・急落に伴う割高在庫影響などに
よるコークス事業の大幅減益（営業損失39億円）等により、８億円
の連結経常赤字（2021年度は115億円の経常黒字）を計上。

2. ２Aコークス炉更新工事期間（2023年2月～2024年8月予定）に
おいてはコークス減産（年間200万トン→150万トン）はあるも、
 工事完了後の生産量回復を前提に、今後3年間の収益計画を策定。

３．コークス事業については、2023年度の収益回復およびその後の
収益力強化施策を織り込み、外的要因の変化に左右されない事業体質
作りを推進。

４．非コークス事業（燃料・資源リサイクル、総合エンジニアリング）
についても、足元の事業環境や顧客の需要変化を踏まえつつ安定的な
収益計画を策定。

事業計画の策定背景
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事業計画の骨子
計画達成に向けた事業ごとの取組み

コークス事業

・２Aコークス炉更新工事を円滑に遂行、2024年9月よりコークス生産能力を200万ｔレベル
に回復させる。

・販売施策の見直しと、北九州事業所での製造コスト削減を進めることにより、収益力の
向上・安定化を図り、市況変動など外部環境に大きく左右されない収益力の強靭化を目指す。

総合エンジニアリング事業

・成長分野（電子・電池・樹脂等）の事業展開を強化し、新規領域市場の拡大に挑む。
・自社製品ブランド価値向上、製品ラインナップ拡大により、市場競争力を強化していく。
・海外展開（中国を中心としたアジア地区および欧米への製品販売）にも注力する。

燃料・資源リサイクル事業

・需要家の燃料転換（石炭➡バイオ燃料）の動きをサポートし、ビジネス拡大を目指す。
・資源リサイクルは顧客ニーズに合った処理体制構築により、安定収益を維持していく。
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・コークス事業は、国内顧客との長期安定契約の成約や副産物価格の上昇などにより
着実な回復を計画しています。

・燃料・資源リサイクル事業、総合エンジニアリング事業等は、着実な成長路線を
堅持します。

・資本コストを意識・適確に把握し、資本収益性の向上に注力します。
※上記ロードマップ達成により、ROE（自己資本利益率）は８％超となります。

2025年度へのロードマップ
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石炭・コークスの価格及び需給バランスは先行きが不透明な部分もあり、今後の情勢次第では当社グループの経営成績、
財務状況に影響を及ぼす可能性があります。
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株主還元について

2024～2025年度につきましては、前述の計画数値を達成し、
株主様への還元、安定配当・株価向上に努めてまいります。

配当予想について
本年５月公表ベースでは、2023年度の期末配当について、以下の通りとしております。

2019FY
（実績）

2020FY
（実績）

2021FY
（実績）

2022FY
（実績）

2023FY
（予想※）

１株あたり配当金（円） 1 4 7 0 3
１株あたり当期純損益（円） 0.1 13.6 25.4 ▲ 3.7 8.6

連結配当性向 1,000.0% 29.3% 27.6% － 34.9%
※2023年5月12日公表の2023年3月期決算短信にて公表している予想値



本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その情報の正確性、完全性を約束する趣旨のものではありません。
実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性がありますことをあらかじめご承知おきください。
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